
組み立て作業の前に、パーツが揃っているか、

パーツリストを参考にご確認ください。

■パーツリスト
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パーツの取り付けは注意事項を確認しながら番号順に行ってく

ださい。当基板は「DSP FMラジオ:DS-RAD02(別売)」を組み立

てた後でも部品の取り外しの必要なく取り付けすることができ

ます。

DSP FMラジオの組立前の場合は先に組立をして音が鳴ること

を確認して基板を取り付けてください。スピーカーの配線取り

付け前にスピーカーボックスを組み立ててしまうとスピーカー

の配線ができなくなります。

１．スピーカー側板の取り付け

１枚ずつ取り付けると斜めになりやすいでので、スピーカー側

板(長)(短)、２枚ずつをペアにして取り付けます。

基板を裏面から取り付けます。右図のように「Ｌ字」になるよ

うにスピーカー板(長)(短)を基板に差し込んでください。基板

の白い線に合わせてまっすぐになるように取り付けます。

１枚の板のハンダ箇所(銀色)を だけ仮付け(ハンダを少

な目で取り付け)します。

※ハンダ箇所が合わない場合は上下が逆または裏表が逆です。

板が斜めになっていないか、位置がズレていないかよく確認し

てください。ズレがある場合はハンダ箇所を溶かして板を動か

して微調整してください。

２枚目の板も だけ仮付けして、１枚目ときれいに直角に

なるように調整してください。(基板の白い線に合うように)

残った対角にある、スピーカー板(長)(短)の取り付け箇所も上

記と同じ要領で取り付けます。

最後に、きれいな四角になっていることを確認して、すべての

場所(１０カ所)をハンダ付けします。

すべての固定箇所をハンダ付けするとスピーカー板を動かすの

は困難になります。よく確認してからハンダ付けしてくださ

い。

スピーカー板(長)は銀色の箇所 ３カ所×４(左右含めて)

※中央付近の上側の銀色の箇所は使用しません。

スピーカー板(短)は銀色の箇所 ２カ所×４(左右含めて)

●ハンダ手順

ハンダは基板の銀色の箇所の下面(本体基板)、上面(スピーカ

ー基板)にそれぞれ少しハンダを付けてから両方同時に加熱す

るようにハンダごてを当てて溶かすとうまく上下の基板が接合

されます。

ハンダ

直角に

隙間なく
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２．吸音材を入れる

ふたを取り付ける前に吸音材を入れます。

吸音材は全体にスピーカーの上に平らに乗せるように配置しま

す。

スピーカー

３．スピーカー底板の取り付け

最後にスピーカー底板を取り付けて完成です。

スピーカー底板には裏表の向きがあります。

銀色の四角がある面を外側になるようにしてスピーカー側板の出

っ張り箇所がスピーカー底板の穴に入るように合わせて被せてく

ださい。(吸音材は押せば縮みますのでそのまま押し込んでくだ

さい)

スピーカー側板は少しであれば手で押して曲げることも出来ます

が入りにくい場合は、一度スピーカー底板を取り外し、まっすぐ

になるようにスピーカー側板をハンダ付けしなおしてください。

スピーカー底板の四角の銀色箇所の８箇所をハンダ付けすれば固

定完了です。(底板の銀色箇所と側板の銀色箇所をハンダで結合

します)

左右同じ要領で取り付けしてください。

※ハンダ箇所は８箇所ありますが、横側に対角に２箇所(矢印箇

所)止めるだけでも最小力で固定可能です。

ハンダ付けが難しい、後々、スピーカーや吸音材を取り替えるこ

とを予定している場合は最小限で固定しておくと、はずしやすく

なります。

吸音材

吸音材は厚みのあるものが

っていますので、半分の厚みにな

るように真ん中から裂いてくださ

い。(手で簡単にちぎれます)

写真と同じようになっているかご確認ください。

ラジオの電源を入れて音が鳴れば完成です。

吸音材

DS-RAD02-SPB

□スピーカー側板(長) ４枚

DS-RAD02-SPL

□スピーカー側板(短) ４枚

DS-RAD02-SPS

□スピーカー底板 ２枚

DS-RAD02-SPB

□吸音材(高密度ポリエステル) １枚

※吸音材は１枚を厚み方向に

半分に裂いて使用します。

※吸音材は製造ロットによって大きさや形が若干異なる場合があります。

DS-RAD02-SPB

ＤＳ－ＲＡＤ０２ ［ＳＰＳ］

ＤＳ－ＲＡＤ０２ ［ＳＰＬ］

●ハンダ手順

まずスピーカー底板側の

銀色部分にハンダを、た

っぷりと盛ります。

ハンダが液状になった時

点でハンダごてをスピー

カー側板の銀色部分に向

かって押し当てます。

両基板にハンダがなじむ

ように結合させてくださ

い。
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